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EC(ElectronicCommerce)のシステム構成
｢日立コマース･ソリューション･プロダクト+の各コンポーネントを利用することにより,業種や規模に応じた電子商取引システムが構築できる｡

インターネットが普及するに従って,EC(Electr()nic

Commerce:電子商取引)がインターネット上のショッ

ピングシステムとして注目されるようになってきた｡オ

ープンなネットワークを介してショッピングや代令決

済･認証などを行う場合,不特定多数者l背け'収りリ1きを

行うことから,取り引きデータの盗雉や改ざんの防止,

本人確認の証明などの課題をクリアしなければならない｡

｢口立コマース･ソリューション･プロダクト+は,サ

ーバ製品を中心に,消雪者や企業･令敵機閏向けECの実

ヰ且を目指すために開発したソフトウェア群である｡特徴

は,SECE(Secure Electoronic Commerce Environ-

ment)に準拠したセキュアなクレジット決済,タイムリ

ーで柔軟な企業･商品情報の提供などであり,さまざま

なECに対応できる｡

｢R二立ニコマース･ソリューション･プロダクト+を多様

に組み介わせて浦R】することにより,ネットワーク_rて､'

のビジネス情報が′左今にやり収りできるものと考える｡
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1.はじめに

インターネットレマリコンの普及に伴い,新しいネ七会

インフラストラクチャーと してEC(Electronic Com-

merce)が出現してきた｡しかし,ECではオープンなネッ

トワークの中での不特定多数者間の取り引きという環境

になるため,(1)取引データの盗難,改ざんの危険性,(2)

本人であることの証明,(3)顧客満足度の維持,向上とい

う課題があげられる｡

ここでは,こうした課題に対応する｢日立コマース･

ソリューション･プロダクト+の取組み方,および製品

の特徴について述べる｡

2.製品コンセプト

上述したようなECの課題を,ニーズという側面でとら

えると,次の2点があげられる｡

(1)安全･確実な決済:取引データの盗雉･改ざん防▼lL

(2)不特定多数を対象とした取り引き:本人確認,タイ

ムリーで柔軟性のある商品情報の提供,およびクライア

ント側での多種多様な業務の実現

｢t_Ⅰ立コマース･ソリューション･プロダクト+では,

上記のニーズを満たすために,以下のコンセプトに基づ

いて製品を開発した｡

(1)SECE(Secure Electronic Commerce Environ-

ment)に準拠して,デファクト暗号技術〔RSA(Rivest,

Shamir,Adelmanなど)〕,本人認証機能の実現

(2)ファイアウォールと連携した,不当なデータの侵入防止

(3)アーキテクチャとしてJava削),分散オブジェクト基

盤"CORBA(CommonObject Request BrokerArchi-

tecture)''粍2)の適用による柔軟なシステムの構築

(4)カスタマイズが可能な機能モジュール群の提供

3.システムの概要

電子商耳絹Ⅰに参加する企業の目的は,その業種や規模

によってさまざまである｡｢日立コマース･ゾリューショ

ン･プロダクト+を利川すると,次のような電子商取引

システムに参加できる(図1参月別｡

(1)ショッピングシステム

※1)Javaは,米国およびその他の国における米田SunMicro-

systems,Inc.の商標である｡

※2)CORBAは,ObjectManagementGroupが提唱する分

散処理環境アーキテクチャの名称である｡
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図1｢日立コマース･ソリューション･プロダクト+の概要

｢日立コマース･ソリューション･プロダクト+を利用すると,シ

ョッピングシステムとセキュア決済･認証システムに参加できる｡

WWW(World Wide Web)環境上に店を開設して一

般消費者から注文を受け付けるシステムであり,商品を

販売する企業に向いている｡また,コンテンツプロバイ

ダが販売システムの運用を代行することもできる｡

(2)セキュア決済･認証システム

インターネットで商品代金の支払い･受け取りを行う

ためのシステムであり,商品を販売する企業や代金決済

を仲介する金融機関が参加する｡

4.プロダクトの概要および特徴

｢日立コマース･ソリューション･プロダクト+のプロ

ダクトー覧を表1に,関連プロダクトー覧を表2に示す｡

表1｢日立コマース･ソリューション･プロダクト+のプロ

ダクト一覧

プロダクトの組合せにより,業種,規模に応じた柔軟なECシステ

ムを構築することが可能となる｡

システム プロダクト

ショッピングシステム系
モール･サーバー

ストア･マネージャー

セキュア決済･
認証システム系

ペイメント･サーバー

ペイメント･ゲートウェイ

電子取引 認証サーバー

電子取引 フロントエンド･サーバー

カードホルダークライアント
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表2｢日立コマース･ソリューション･プロダクト+の関連

プロダクト一覧

デファクト製品との組合せによって幅広い分野への適用が可能

となる｡

分 野 関連プロダクト

WWWブラウザ*1 NETSCAPENAVIGATOR*2

WWWサーバ*1 Netsc∂Pe*3ほか

分散オブジ工クト基盤 TPBroker

データベース ORACLE*4/HiRDB

注:*lMicrosof川S(lnternetlnformationServer),lE(lnternetExp】orer)に

ついては今後サポートする予定

*2NETSCAPENAVIGATORは,米国,日本およびその他の国における

米国NetscapeCommunicationsCorp.の商標である｡

*3Netscapeは,米国,日本およぴその他の国における米国Netscape

CommunicationsCorp.の商標である｡

*40RACLEは,米国0racleCorp.の登録商標である｡

(1)モール･サーバー

電子モールの構築や運営を行うためのコンポーネント

である｡商品情事艮に合わせて自動的に商品カタログを生

成したり,消費者の買い物を支援する(図2参照)｡

(2)ストア･マネージャー

電子モール上に作成された電子ストアを運用するコン

ポーネントである｡WWWサーバやHTML(Hypertext

MarkupLanguage)に関する知識がなくても,ウェブペ

ージの商品情報の変更や注文情報の受け取りができる

(図2参月別｡

HTMLの構文知識なしに電子カタロクの作成が可能
最適なカタログテンプレートを選択し.あらかじめ

作成した説明文･画像を自動レイアウト

療｡盛

商品データの更新によって

商品の陳列順.価格などを

ダイナミックに変更可能

ストア･マネージャー

(3)ペイメント･サーバー

商品代食の電子決済に際し,販売店のシステムに必要

なコンポーネントである｡SECEに準拠した消雪者から

の購入要求の受け付けなど,情報のやり取りを行う(図3

参照)｡

(4)ペンメント･ゲートウェイ

既存の金融システムとのゲートウェイに位置するコン

ポーネントである｡SECEに準拠した販売店からの代金

引き落とし要求の受け付けや,金融機関への与信要求な

どのやり二取りを支援する(図3参照)｡

(5)電子取引 認証サーバー

認証局を構築するためのプロダクトである｡SECEに

準拠した証明書のオンライン発行･管理機能を提供す

る｡また,高いセキュリティが要求される認証局を構築

するために運用機能を充実し,外部や内部からの不正行

為から認証局を安全に守ることを可能とする(図3参月別｡

(6)電子,取引 フロントエンド･サーバー

ファイアウォールを使用して,より安全なシステムを

構築するために必要なコンポーネントである(図3参照)｡

(7)カードホルダークライアント

消費者のパソコンに必要なコンポーネントである｡

SECEに準拠した販売店への購入要求や,認証局に証明

書の発行を申請したりする(図3参照)｡

モール･サーバー

カタログ生成

ページ哲理

テンプ

レート
商品説明

商品画像

カタログ
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を提供
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◆田mm.⊥て∴弧

注:略語説明 HTML(HyperlextMark-uPLangu∂ge)

図2 容易な商品力タログ作成

オブジェクト設計に基づいて構築されているため,タイムリーで柔軟性のある商品情報を提供できる｡ユーザー固有のオブジェクトにより,

ユーザー独自の｢特色+を出すことも可能である｡
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金融ネットワーク

ペイメント･ゲートウェイ

インターネット

国 SECEによる

セキュアトランザクション

カードホルダークライアント

認証局

電子店舗･モール

フロントエンドとバックエンド

の分離によるセキュリティ確保

[望∃

堅
電子取引フロント

エンド･サーバー

電子取引認証サーバー

ファイア

ウォール

ペイメント･

サーバー

外部からの侵入防止

データベ】スの保護

データ
ベース

図3 インターネット上のセキュアトランザクション

SECEに準拠した暗号･認証技術やファイアウォールとの連携により,セキュアなトランザクションシステムを実現することができる｡

5.おわりに

ここでは,｢日立コマース･ソリューション･プロダク

ト+のバージョン1について述べた｡このバージョン1

では,SECEに準拠したセキエアなクレジット決済シス

テム,および電子モールの構築のための基本機能を開発

し7こ｡

インターネットを取り巻く環境は,正に｢秒進分歩+

と言われるぐらい変化が激しく,タイムリーに,魅力あ

る製品,サービスを市場に投入していかなければ,瞬く

間に置き去りにされる危機をはらんでいる｡

今後,プロダクトとして,銀行口座取引,電子マネー

などの多種決済への対応や個人の噌(し)好に応じた情報

提供機能(マスカスタマイゼーション)などで機能拡張を

図っていく｡また,システム構築の容易性をさらに追求

して,サービス機能の充実,各種パッケージ連携,テク

ニカルサービスを通じ,トータル ソリューション プロ

バイダとして研究を推進していく考えである｡

参考文献
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